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■
中
野
区
制

周
年
（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
一
五
日
、
中
野
区
立
中
野
東
図
書
館
）

90

資
料

中
野
区
ゆ
か
り
の
作
家
︱
芹
沢
光
治
良

勝
呂

奏
（
桜
美
林
大
学
）

１
中
野
区
立
中
央
図
書
館
編
『
第

回
中
野
区
ゆ
か
り
の
著
作
者
紹
介
展
示

芹
沢
光
治
良
︱
中
野
区
小
滝
町

14

に
暮
ら
し
た
エ
ク
リ
バ
ン
︱
』（
二
〇
一
八
）

芹
沢
光
治
良

明
治

(1896)
年

月

日
～
平
成
５(1993)

年

月
月

日

せ
り
ざ
わ
こ
う
じ

ろ
う

29

5

4

3

23

作
家
。
静
岡
県
沼
津
市
我
入
道
生
ま
れ
。
本
名
芹
沢
光
治
良
。
十
二
人
兄
弟
の
次
男
と
し
て
誕
生
。
幼

が
に
ゆ
う
ど
う

せ
り
ざ
わ
み
つ
じ

ろ
う

い
頃
両
親
や
他
の
兄
弟
と
別
れ
、
祖
父
母
、
叔
父
夫
婦
と
暮
ら
す
。
我
入
道
で
は
男
子
は
漁
師
に
な
る
慣

習
で
あ
っ
た
が
、
船
酔
い
の
た
め
に
漁
師
に
は
な
れ
ず
、
祖
父
の
す
す
め
る
商
家
の
奉
公
人
に
も
な
ら
ず

に
沼
津
中
学
校
へ
進
学
。中
学
校
に
新
設
さ
れ
た
行
啓
記
念
館
の
図
書
室
係
に
な
り
、文
学
に
親
し
ん
だ
。

そ
の
後
、
第
一
高
等
学
校(

東
京
帝
国
大
学
予
科)
へ
進
み
、
大
正

年
東
京
帝
国
大
学(

現
東
京
大
学)

経

11

済
学
部
を
卒
業
し
た
。

幼
い
頃
か
ら
貧
困
に
苦
し
ん
だ
光
治
良
は
、
社
会
か
ら
貧
困
を
無
く
し
、
世
の
中
の
役
に
立
つ
人
間
に

な
り
た
い
と
、
大
学
卒
業
後
農
商
務
省
に
入
省
す
る
が
、
思
う
よ
う
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
も
う
一
度
自

分
の
可
能
性
を
試
し
、
経
済
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
留
学
を
希
望
す
る
。
そ
の
頃
、
周
囲
の
勧
め
に
よ
り

愛
知
電
鉄
社
長
藍
川
清
成
の
次
女
、
藍
川
金
江
と
結
婚
。
大
正

年
二
人
で
パ
リ
に
渡
り
、
光
治
良
は
ソ

14

ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
入
学
す
る
。
昭
和

年

月
、
夫
婦
の
間
に
長
女
万
里
子
が
誕
生
。
し
か
し

月
に
光

2

1

3

治
良
が
肺
炎
で
入
院
。
そ
の
後
結
核
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
フ
ラ
ン
ス
や
ス
イ
ス
で
一
年
間
の
療
養
生

活
を
送
る
。

帰
国
後
、
中
央
大
学
の
講
師
を
勤
め
な
が
ら
雑
誌
『
改
造
』
に
投
稿
し
た
『
ブ
ル
ジ
ョ
ア
』
が
、
一
等

に
当
選
。
翌
年
に
朝
日
新
聞
で
連
載
を
も
ち
、
講
師
を
退
職
。
以
後
作
家
と
し
て
活
躍
す
る
。
家
庭
で
は

長
女
万
里
子
の
後
に
次
女
朝
子
、
三
女
文
子
、
四
女
玲
子
を
授
か
り
、
四
人
の
娘
の
父
と
な
る
。

昭
和

年
か
ら
は
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
会
長
と
し
て
も
活
躍
、
晩
年
に
は｢

神
シ
リ
ー
ズ｣

と
呼
ば
れ
る

40

作
品
を
一
年
に
一
本
書
き
下
ろ
す
な
ど
、
筆
の
勢
い
は
衰
え
な
か
っ
た
。
平
成

年
、

歳
と
い
う
天
寿

5

96

を
ま
っ
と
う
し
自
宅
で
死
去
。

昭
和

年
に
勲
三
等
瑞
宝
章
、
昭
和

年
に
フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化
勲
章
コ
マ
ン
ド
ー
ル
章
受
章
。
代
表

42

49

作
は
『
巴
里
に
死
す
』『
人
間
の
運
命
』
な
ど
。

ぱ

り

２
芹
沢
光
治
良
「
異
郷
に
浮
ぶ
富
士
」（
一
九
七
四
、
高
杉
一
郎
・
岡
田
英
雄
編
『
ふ
る
さ
と
の
文
学

静
岡
』

所
収
）

省
み
る
と
、
私
の
文
学
も
多
く
の
も
の
を
故
郷
の
風
土
か
ら
受
け
て
い
る
。
明
る
い
ス
タ
イ
ル
ば
か
り
で

な
く
、
人
間
的
な
文
学
精
神
も
、
故
郷
の
風
土
の
賜
物
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
私
の
文
学
と
人
間
の
中
の
、

ユ

マ

ン

明
る
い
が
し
ん
の
強
さ
も
、太
平
洋
を
渡
っ
て
吹
き
つ
け
る
激
し
い
冬
の
西
風
と
、幼
い
頃
か
ら
闘
っ
て
、

自
然
に
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
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３
芹
沢
光
治
良
『
文
学
者
の
運
命
』（
一
九
七
三
）

・
そ
の
神
は
当
時
、
宇
宙
を
創
り
、
人
間
を
創
り
、
自
然
法
則
を
創
っ
た
無
限
大
の
人
格
の
よ
う
に
、
私

に
は
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
神
の
意
志
の
動
向
は
、
人
類
の
歴
史
や
人
類
の
進
歩
や
大
衆
の
幸
福

の
な
か
に
、
察
知
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
学
ん
だ
社
会
学
が
、
そ
の
点
無
駄
で
は
な
い
よ

う
に
考
え
ら
れ
た
。

・
神
と
い
う
文
字
を
使
っ
た
が
、
私
は
特
定
な
神
を
信
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
こ
の
生
成
発

展
し
て
や
ま
な
い
宇
宙
や
生
物
や
人
間
を
想
い
、
こ
の
宇
宙
に
微
塵
の
狂
い
も
な
く
働
い
て
い
る
自
然
の

理
法
を
想
う
時
、
自
然
を
超
越
し
た
巨
大
な
力

道
徳
的
存
在
を
信
じ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
そ
れ

を
自
己
流
な
神
と
呼
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
︙
︙

・
私
に
と
っ
て
、
神
の
あ
ら
わ
れ
は
、
歴
史
の
間
多
く
の
圧
迫
に
苦
し
ん
だ
庶
民
が
解
放
さ
れ
、
自
由
に

な
る
こ
と
に
あ
る
と
、
思
わ
れ
た
。
言
葉
を
か
え
れ
ば
、
庶
民
が
病
気
や
身
分
や
因
習
か
ら
解
放
さ
れ
て
、

人
間
ら
し
い
幸
福
を
得
る
こ
と
が
、
言
葉
な
き
神
の
意
思
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
れ
故
、
私
は
素
朴

に
、
そ
れ
に
応
え
る
仕
事
を
し
た
い
と
願
っ
た
。

４
「
第
三
回
懸
賞
創
作
入
選
発
表
」（
一
九
三
〇
・
四
『
改
造
』）

毎
年
有
為
な
新
人
を
送
り
出
し
て
我
文
壇
に
清
新
の
気
を
漲
ら
し
て
き
た
本
誌
懸
賞
創
作
は
、
本
年
度

の
入
選
者
と
し
て
左
の
二
氏
を
推
薦
す
る
。
今
回
の
応
募
作
品
総
数
一
千
余
篇
、
そ
の
う
ち
よ
り
数
回
の

銓
衡
を
経
て
、
佳
作
十
三
篇
を
残
し
、
更
に
厳
選
の
結
果
二
篇
の
入
選
作
を
決
定
し
た
。「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」

は
新
鮮
な
る
作
風
を
も
つ
て
、
「
シ
ベ
リ
ア
」
は
力
強
い
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
意
識
を
も
つ
て
、
共
に
文
壇
の

一
大
収
穫
た
る
を
恥
じ
な
い
。
選
外
の
諸
作
も
夫
夫
捨
て
が
た
い
点
は
あ
つ
た
が
、
今
一
つ
の
努
力
を
切

望
す
る
。

５
芹
沢
光
治
良
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
」
冒
頭

こ
れ
も
崩
滅
す
る
階
級
の
一
態
で
あ
る
。

一

租
税
の
大
半
を
、
軍
備
に
奪
わ
れ
な
い
国
民
は
、
仕
合
せ
で
あ
る
。

「
ス
イ
ス
は
夢
の
国
で
す
」

「
こ
の
世
の
天
国
で
す
」

こ
の
言
葉
は
、
肺
結
核
の
夫
の
転
地
に
従
っ
て
パ
リ
を
去
る
時
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
独
特
な
お
世
辞

だ
っ
た
。
山
、
湖
、
空
、
光
、
色
、
総
て
、
ス
イ
ス
に
来
て
か
ら
は
天
国
の
も
の
だ
っ
た
。（
略
）

６
芹
沢
光
治
良
「「
ブ
ル
ジ
ヨ
ア
」
の
出
来
る
ま
で
」（
一
九
三
二
『
近
代
生
活
』）

国
際
都
市
に
集
る
各
国
人
を
書
き
分
け
度
か
つ
た
。
病
む
者
に
は
病
気
と
性
の
闘
争
、
健
康
者
に
は
階
級

の
闘
争
、
そ
れ
を
書
き
度
か
つ
た
。
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
持
つ
調
子
や
色
合
ひ
を
日
本
語
に
取
入
れ
度

か
つ
た
。
そ
れ
等
が
ど
の
位
成
功
し
た
か
知
ら
な
い
。

７
芹
沢
光
治
良
・
初
期
三
部
作

三
部
作
「
昼
寝
し
て
い
る
夫
」（
一
九
三
二
）「
椅
子
を
探
す
」（
同
前
）「
橋
の
手
前
」（
一
九
三
三
）

杉
野
は
次
第
に
自
嘲
し
た
く
な
っ
て
、
静
か
に
云
っ
て
み
た
。

死
病
を
数
年
闘
い
癒
し
て
か
ら
は
、

た
だ
大
空
を
仰
い
で
無
為
に
生
き
て
い
る
の
で
も
仕
合
わ
せ
で
あ
る
。
ま
し
て
わ
が
書
く
小
説
を
待
っ
て
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呉
れ
る
読
者
も
あ
る
。×

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

、×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

、×
×
×
×
×

危
険
を
冒
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
生
き
て
社
会
を
長
く
見
届
け
よ
う
、
そ
の
小
説
も
或
い
は
貴
方
に
は
無

益
な
仕
事
と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
そ
れ
で
も
こ
ん
な
時
代
の
一
記
録
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
只
反
動
に

な
ら
ぬ
こ
と
、
貴
方
が
た
を
妨
げ
ぬ
こ
と
、
そ
れ
の
み
が
こ
の
暴
風
を
正
し
く
生
き
抜
け
る
た
め
に
、
病

弱
な
己
の
採
る
べ
き
態
度
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

（「
橋
の
手
前
」）

８
芹
沢
光
治
良
「
グ
レ
シ
ャ
ム
の
法
則
」（
一
九
三
四
）

悪
貨
は
良
貨
を
駆
逐
す
る
っ
て
、
貨
幣
論
上
の
法
則
が
、
市
井
事
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
。大

学
に
残
っ
て
学
問
し
て
い
る
実
家
の
兄
は
、
そ
う
慰
め
て
呉
れ
た
。
そ
の
難
し
い
グ
レ
シ
ャ
ム
の
法

則
は
よ
く
知
ら
な
い
が
、
山
田
さ
ん
が
繁
昌
し
、
夫
が
患
者
を
失
な
う
の
は
、
山
田
さ
ん
が
贋
金
で
、
夫

が
本
物
で
あ
る
か
ら
、
今
日
の
よ
う
な
恐
慌
期
に
起
き
る
変
態
的
な
現
象
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
異
常

な
状
態
は
長
続
き
が
す
る
も
の
で
は
な
く
、
間
も
な
く
、
贋
金
と
本
物
と
が
そ
の
含
有
す
る
実
質
的
な
価

値
を
、
交
換
価
値
の
上
に
発
揮
す
る
だ
ろ
う
と
、
そ
う
聞
か
さ
れ
た
。

９
芹
沢
光
治
良
『
巴
里
に
死
す
』（
一
九
四
三
）

・（
可
愛
い
娘
よ
、
愚
か
な
お
母
さ
ん
は
、
お
前
を
宿
し
て
は
じ
め
て
、
こ
ん
な
風
に
謙
虚
な
心
に
な
れ

た
の
だ
よ
。（
略
）
母
と
な
る
し
ら
せ
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
良
人
を

お
父
さ
ん
を
、
い
つ
く
し
ん

だ
と
も
い
え
ま
し
ょ
う
か
。
貝
島
の
家
で
は
、
人
間
と
し
て
教
育
を
受
け
ず
に
、
傲
慢
な
娘
の
ま
ま
心
の

準
備
も
な
く
、
お
前
の
お
父
様
に
嫁
い
だ
の
で
す
。
お
前
は
体
内
に
や
ど
っ
た
刹
那
か
ら
、
こ
の
お
母
さ

ん
を
よ
く
変
え
は
じ
め
て
く
れ
た
）

・
神
様
、
パ
リ
に
行
く
こ
と
が
私
の
健
康
に
よ
い
こ
と
か
悪
い
こ
と
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。
た
だ
母
親
の

場
所
は
子
供
の
そ
ば
に
あ
り
ま
す
。

子
供
の
そ
ば
に
在
る
こ
と
で
、
私
が
滅
び
る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
よ
ろ
こ
び
で
ご
ざ
い
ま
す
。
パ
リ
で

死
に
ま
し
ょ
う
。
今
の
ま
ま
で
は
私
は
、
子
供
に
は
死
ん
だ
も
同
然
で
す
。
せ
め
て
、
子
供
を
連
れ
て
、

日
本
に
帰
る
日
ま
で
、
私
を
お
召
し
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
。

新
潮
社
版
『
人
間
の
運
命
』
全
十
四
巻
（
一
九
六
二
～
一
九
六
八
）
の
構
成

10
第
一
巻

父
と
子

（
親
と
子
）

第
二
部
第
四
巻

夫
婦
の
絆

第
二
巻

友
情

第
二
部
第
五
巻

戦
野
に
た
つ

第
三
巻

愛

第
二
部
第
六
巻

暗
い
日
々

第
四
巻

出
発

第
三
部
第
一
巻

夜
明
け

第
五
巻

失
わ
れ
た
人

第
三
部
第
二
巻

再
会

第
六
巻

結
婚

海
に
鳴
る
碑
（
一
九
七
四
）

（
次
郎
の
生
い
た
ち
）

第
二
部
第
一
巻

孤
独
の
道

遠
ざ
か
っ
た
明
日
（
一
九
七
二
）

第
二
部
第
二
巻

嵐
の
ま
え

＊
勉
誠
出
版
版
『
完
全
版
人
間
の
運
命
』
全
十
六
巻
別
巻

第
二
部
第
三
巻

愛
と
死

二
（
二
〇
一
三
）

〈
運
命
〉
の
語
意

11

・
第
二
版
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
巻
』（
二
〇
〇
一
）。
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人
間
の
意
志
を
越
え
て
、
幸
福
や
不
幸
、
喜
び
や
悲
し
み
を
も
た
ら
す
超
越
的
な
力
。
ま
た
、
そ
の
善
悪

吉
凶
の
現
象
。
巡
り
合
わ
せ
。
運
。
命
運
。
転
じ
て
、
幸
運
、
寿
命
、
今
後
の
成
り
行
き
。

・
ア
ラ
ン
の
『
定
義
集
』（
森
有
正
訳
、
一
九
八
八
）

運
命D

EST
IN

運
命
と
は
、
将
来
を
知
り
そ
れ
を
告
知
で
き
る
人
間
の
作
為
〔fiction

〕
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
将
来
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
う
一
種
の
言
い
方
で
あ

る
。（
略
）
こ
の
作
為
に
対
抗
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、
信
仰
〔FO

I

〕
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
ぬ
自
由

へ
の
信
仰
し
か
な
い
。
自
分
の
運
命
を
変
化
で
き
る
こ
と
を
信
じ
な
い
人
の
こ
と
を
、
彼
は
信
仰
を
も
っ

て
い
な
い
、
と
言
う
。

新
潮
社
版
《
神
》
シ
リ
ー
ズ
全
八
巻
（
一
九
八
六
～
一
九
九
三
）
の
構
成

12
『
神
の
微
笑
』

『
人
間
の
生
命
』

『
神
の
慈
愛
』

『
大
自
然
の
夢
』

『
神
の
計
画
』

『
天
の
調
べ
』

『
人
間
の
幸
福
』

『
人
間
の
意
志
』

＊
新
潮
社
版
愛
蔵
セ
ッ
ト
版
『
神
と
人
間
』（
二
〇
〇
六
）

芹
沢
文
子
（
三
女
）
談
話
「
父
・
芹
沢
光
治
良
の
晩
年
」（
一
九
九
三
『
波
』）

13

あ
の
日
は
、
午
後
三
時
半
く
ら
い
ま
で
二
階
の
書
斎
で
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
お
客

様
が
見
え
た
の
で
そ
の
方
と
お
話
を
し
た
後
、ま
た
書
斎
に
戻
っ
て
執
筆
を
続
け
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

お
風
呂
に
入
っ
て
珍
し
く
頭
を
洗
っ
て
出
て
き
て
、
一
階
の
居
間
の
椅
子
に
座
っ
て
休
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
た
の
で
す
。
私
は
隣
の
部
屋
に
い
ま
し
て
、
静
か
な
の
で
寝
た
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
そ
の
ま
ま
息
を
引
き
取
っ
て
お
り
ま
し
た
。

「
遺
稿
」
冒
頭
の
詩
（
一
九
九
三
）

14

雲
も
な
く
、

わ
れ
等
人
間
も
、

晴
れ
わ
た
り
、

ま
た
、
等
し
く
、

風
も
な
し
、

親
神
の
お
喜
び
に
浴
し
て

親
神
の
お
喜
び
が

天
上
に
高
々
と
昇
る
、

暖
か
に

佳
き
日
な
る
か
な

伝
え
ら
れ
、


